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＜あ ら ま し＞ 教職実践演習の導入に伴い，履修カルテの整備が必須となったが，その効用を

大限に活かすには，各科目の目標（＝習得すべき資質）と成績評価との関連づけ，履修順序と

資質形成との関連づけ，学生の評価と教員の評価の対応づけなどの明確化が必要になる．本稿で

は，これらの要求を満たすために，教職課程の 終ゴールと個々の授業の目標との整合性を見直

し，カリキュラム全体を体系的・系統的に再構築した結果と，学生の自己評価・改善能力の育成

を図るために検討した方策等について報告する．
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1. はじめに

平成22年度入学生から適用される新たな

教職課程カリキュラムでは，教職実践演習が

必修になり，教員に求められる資質の習得状

況を個々の学生ごとに履修カルテを作成し，

把握することが義務づけられた．筆者らは所

属大学で教職に関する科目を担当し，教職課

程の運営・改善に責任を負う委員会で具体策

を検討・実施する立場にある．このような立

場の者への参考として，いくつかの大学から

実践事例が提供されているが，それらも試行

錯誤の段階にあり，課題も散見される．

例えば，参考事例は基本的に教員養成系大

学・学部のものであり，教職課程がオプショ

ナルな位置づけになる一般大学では必ずしも

参考にならない．具体的な問題として，例え

ば，以下の事項が挙げられる．

・高専からの編入者，他大学からの大学院

入学者，大学卒業後に科目履修する者な

ど，過去の履修歴を正確に把握すること

が事実上難しいケースが多数存在する

・高校の教員免許のみを取得する場合，一

部の教科では，教職に関する科目の履修

を教科に関する科目の単位で振り替える

ことが認められているが，そこで習得す

べき資質はどのように扱うべきか

事例提供している大学は，基本的に，総合大

学の教員養成系学部であり，同じ大学の一般

学部（教員養成系以外の学部）でも教職課程

を運営しているはずである．よって，一般大

学に対して事例紹介するなら，当該大学の一

般学部でも同様の取り組みをしているのかど

うか，そこまでの情報を提供すべきであろう．

また，履修カルテの構成要素として，学生

の自己評価と授業担当教員の成績評価が基本

と考えられているが，教員の評価の基準が不

透明であり，両者の不一致の理由を学生が適

切に把握することは困難である．これは，「複

数大学を通じて免許取得する者」の履修状況

把握が困難な理由にもなり，さらに以下のよ

うな問題点もある．

・各科目当たりの評価規準表の項目数は数

個程度だが，教育工学的な授業設計の立

場に立てば，１回ごとの授業に学習目標

があり，同じ内容にも行動目標レベルで

多くの達成基準が想定されるべきである



（それによって自己評価を支援すべき）

・小・中・高校では，観点別評価が求めら

れており，教職課程履修者はそれを行う

資質を習得すべきだが，大学の成績評価

がそれと乖離しているのは望ましくない

・履修カルテは，学生の評価に活用される

だけでなく，授業評価・改善にも活用さ

れるべきだが，そのための手立てが無い

・規準・基準の不透明さは，その大学が想

定している教員資質の必要 低基準を不

明確にし，大学が主体となった教職課程

の自立的な質向上を妨げる

松田(2008b)は，米国の教師教育改革の動

向を分析し，そのまま適用するには無理があ

る点も多いものの，日本が見習うべき観点と

して，多様な評価規準の存在，相互評価によ

る信頼性向上，能力開発と連動した評価など

を挙げている．ここでのポイントは，個々の

大学の独自性・自立性を尊重しつつ，情報公

開や相互評価により，授業料を払う学生や，

就職先である地域や社会に対して，教職課程

の質保証をしようとする姿勢である．

2. 目的

本稿では，松田(2008a)の取り組みを拡張

する形で，教職実践演習の導入に対応した教

職課程履修者の資質養成・評価方法を検討す

る．これにより，教員免許取得者に習得させ

るべき資質を各授業（の各回）でどのように

育成し，評価するのかを明示し，学生に，そ

の授業を履修しなければならない理由や，そ

こで学んだことが他の授業や教員生活のどこ

で必要になり活用されるべきなのかを認識で

きるようにする．このことは，教職課程カリ

キュラムの整合性のチェックにも役立ち，成

績評価と学生の自己評価とのギャップの原因

を分析すれば，カリキュラム改善にも役立つ．

また，複数大学を通じて教員免許を取得しよ

うとする学生への対応策にもつながる．

3. 教職課程カリキュラムの再構築

3.1. 教職課程カリキュラムの基本構成

本学の教職課程カリキュラムは，既に松田

(2008a)で報告しており，この時点で中核と

なる「教育工学」を見直したため，教職実践

演習を導入するに当たり，全体像を大きく変

更する必要は生じなかった．図1が変更後の

カリキュラムであり，変更点は，「教科教育

法Ⅲ」（本学では，「教育課程の意義・編成

と教科の指導法（教科名）Ⅰ～Ⅳ」という名

称で各１単位として開講している）を必修に

すること，教育実習の事前・事後指導と教職

実践演習との役割分担を明確にし，前者は事

前指導に重点を移すこと，「総合演習」の内

容を「教育工学Ⅱ」に統合することである．

既に述べた通り，高校免許のみの取得者は，

教職に関する科目の履修単位数に振替措置が

ある．これに対応するため，従来，教科教育

法は１単位のみを必修としていた．しかし，

教職実践演習の導入に伴い，教育実習前に基

本的な資質確認が必要であると判断し，教育

実習事前指導で行ってきた指導案作成と模擬

授業指導の充実と合わせ，それらを教科教育

法Ⅲで行う．その際，授業担当者として附属

高校の教員に参加・協力を依頼し，多面的な

評価を行うこととする．これと教育工学Ｉ，

Ⅱの事前・事後評価とで，全体として，教育

実習前に教員として備えるべき基本的資質の

指導・確認を徹底し，教職実践演習は個々の

学生の不足部分をフォローアップする．

教職概論 教育基礎第二
教育行財政

教育基礎第一 教育制度
学習メカニズムの数理モデル

発達と学習Ⅰ・Ⅱ 教育工学Ｉ 教育工学Ⅱ マルチメディアと学習環境

教科教育法Ｉ・Ⅱ 教科教育法Ⅲ

生徒進路指導と教育相談Ⅰ→Ⅱ
教育実習 教職実践演習

特別活動の運営

道徳教育の研究

図1 本学の教職課程カリキュラム（太線は履修要件，細線は推奨学期による接続，斜体は中学校免許用）



表1 中央教育審議会(2006)答申で示された「教職実践演習」の到達目標と本学の評価観点

使命感 ○教育に対する使命感や情熱を持ち，常に子どもから ①教育・学校・教員の役割と責任，倫理観，行財政政策等に
や責任 学び，共に成長しようとする姿勢が身についている． 関する法律的事項や日常業務との関係に関する知識
感，教 ○高い倫理観と規範意識，困難に立ち向かう強い意 ②学校教育に対する社会の要望や生徒の学力・意識の実
育的愛 志を持ち，自己の職責を果たすことができる． 態，それらをふまえた学校課題への関心と情報収集力
情等に ○子どもの成長や安全，健康を第一に考え，適切に ③学校教育活動に関連する事件・事故の事例やその原因，
関する 行動することができる． 対策に関する知識や関心，情報収集力
事項 ◎行財政制度や活用すべき教育情報の概要を知る． ・知識理解や関心，技能をふまえた適用・実践力
社会性 ○教員としての職責や義務の自覚に基づき，目的や ・どの職業においても必要とされる一般的資質
や対人 状況に応じた適切な言動をとることができる． ④教員固有の注意すべき言動等の観点と具体事例の知識
関係能 ○組織の一員としての自覚を持ち，他の教職員と協力 ⑤他の教員，保護者，地域と連携・協力して実行する必要が
力に関 して職務を遂行することができる． ある職務に関する知識，事例を通じた留意点の理解
する事 ○保護者や地域の関係者と良好な人間関係を築くこ ⑥保護者・地域・世論への関心と対話方策に関する知識
項 とができる． ・知識理解や関心，技能をふまえた適用・実践力
生徒理 ○子どもに対して公平かつ受容的な態度で接し，豊か ⑦知能・道徳性・社会性等の発達の特徴・配慮事項の知識
解や学 な人間的交流を行うことができる． ⑧思考や学習のメカニズム・特徴の心理学的理論の知識
級経営 ○子どもの発達や心身の状況に対して，抱える課題を ⑨生徒の学力，適正，意欲，性格等を把握するための教育
等に関 理解し，適切な指導を行うことができる． 測定法や，カウンセリング技法，学級経営手法の知識
する事 ○子どもとの間に信頼関係を築き，学級集団を把握し ⑩生徒を取り巻く社会環境（進路等を含む）の変化や生徒達
項 て規律ある学級経営を行うことができる． に関わる事件・事故・犯罪等に関する関心，情報収集力

◎進路・教育相談等に役立つ情報を収集できる． ・知識理解や関心，技能をふまえた適用・実践力
教科内 ○教科書内容を理解している等，学習指導の基本的 ⑪学習指導要領総則の教育課程編成，年間指導計画作
容等の 事項（教科等の知識や技能等）を身につけている． 成，毎時間の指導計画作成での留意事項の知識
指導力 ○板書，話し方，表情など授業を行う上での基本的な ⑫各教科の目標，内容，指導上の留意事項，答申等で示さ
に関す 表現力を身につけている． れた指導上の問題点，誤り・つまずき例等に関する知識
る事項 ○子どもの反応や学習の定着状況に応じて，授業計 ⑬指導の工夫を支持する学習理論や教授理論の知識

画や学習形態等を工夫することができる． ⑭各教科・内容領域固有の学習指導上の問題点や工夫し
◎学習内容に則した誤りやつまずきを予測し，そ た指導の事例・教材等に関する関心，知識，情報収集力

の原因に応じた対応方法を準備できる． ⑮教科内容の基礎知識や実験・教具・ICT活用の技能
◎教科の課題や対応策の研究動向を把握している． ・知識理解や関心，技能をふまえた適用・実践力

3.2. 評価規準・基準作成の基本方針

前節の方針に則り，「教育工学Ⅰ」「同Ⅱ」

「教科教育法Ⅲ」「教育実習」を中心に資質

評価を考える．これらの科目は指導案作成や

模擬授業，実習等を行う科目であり，そこで

行う演習や実習で前提科目の学習内容を適用

し，課題解決することが求められる．よって，

これらの科目で行う成績評価の規準と基準を

明らかにすれば，その中で，前提科目で習得

すべき資質規準やその評価基準が明確にな

り，科目間の関連性も明確になると言える．

なお，2006年の中教審答申には，表1の左

側２列に示すような「教職総合演習」に含む

べき事項と，それに対する到達目標が例示さ

れている（◎を除く）．各大学はこれら以外

の独自目標も設定できるが，これらは「基本

的・共通的な指標」として，必須のものとさ

れていると解釈される．ただし，到達目標に

は「・・・する姿勢が身に付いている」「意

志を持ち，自己の職責を果たすことができる」

などの項目があるが，教育職員免許法施行規

則第６条第１項の表の備考によれば，「教職

実践演習は，･･･<中略>･･･教員として必要な

知識技能を修得したことを確認するもの」で

ある．「姿勢」「意志」「職責」などの表現を

態度目標と解釈し評価することには，同表で

義務づけている他の教職科目との乖離もあ

り，法律上の懸念もある．もちろん，大学の

授業に態度目標を入れてはいけないというこ

とではなく，それらは授業参加や課題の実施

状況などで必然と評価対象になると想定され

る．ただし，評価の透明性を高める観点から

も，態度の評価を行う際には，公平な評価が

行われるよう配慮する必要がある．

以上の点も勘案して，本学では，表1の到

達目標をその右側の評価観点に分解して捉え

た．ここでは，前述の態度的目標を適用・実

践力と解釈し，それを修得させる前提として，

基礎的な知識を与え，実践の原動力として意

義を理解させ，社会の変化を前提として関心

・情報収集力を養うことを基礎・基本とし

た．その上で，「どの職業においても必要とさ

れる一般的資質」については，主に教職科目

以外（大学の教育活動全体）で涵養するもの

と捉え，教職科目では①～⑬の知識理解，関

心，技能を重点的に扱いつつ，演習・実習科

目や教育実習で「知識理解や関心，技能をふ

まえた適用・実践力」を指導・評価する．
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指

導
計

画
に
則

し
て
設

計
す

る
必

要
性

を
説

明
で
き
る

そ
の
時

に
協

力
を
必

要
と
す

る
相

手
（
他

の
教

員
，
保

護
者

，
地

域
）
な
ど
を
説

明
で
き
る

⑬
教

授
学

習
過

程
や

教
師

の
意

思
決

定
モ
デ

ル
と
対

応
づ

け
て
，
授

業
計

画
や

教
材

・
生

徒
に
関

す
る
知

識
を
ど
の
よ
う
な
形

で
持

っ
て
い
る
べ

き
か
を
説

明
で
き
る

教
使

命
感

等
①

：
学

校
制

度
の
歴

史
や

学
校

の
役

割
の
変

遷
，
日

本
の
学

校
文

化
の
特

徴
を
ふ

⑧
動

機
づ

け
や

各
教

科
固

有
の
見

方
・
考

え
方

を
養

う
こ
と
の
重

要
性

と
，
全

国
調

査
な
ど

育
ま
え
，
学

校
が
個

人
と
社

会
に
対

し
て
担

う
役

割
・
責

任
と
課

題
を
説

明
で
き
る

に
見

ら
れ
る
生

徒
達

の
実

態
と
に
基

づ
き
，
こ
れ
ら
を
考

慮
し
た
指

導
方

針
が
立

て
ら
れ

る
基

使
命

感
等

①
：

教
育

基
本

法
等

の
法

律
を
根

拠
と
し
て
学

校
教

育
と
家

庭
・
社

会
教

育
と
の
役

⑬
教

育
実

習
生

の
指

導
案

に
多

く
見

ら
れ

る
問

題
点

を
知

り
，
指

導
案

の
基

本
的

な
記

述
礎

割
分

担
，
学

校
教

育
で
育

成
す

べ
き
個

人
の
資

質
と
社

会
的

役
割

を
説

明
で
き
る

形
式

と
各

記
載

事
項

を
書

く
時

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
理

解
し
、
自

己
・
相

互
評

価
で
き
る

社
会

性
等

⑥
：

日
常

的
に
教

育
課

題
の
発

見
に
勉

め
，
学

校
の
新

た
な
役

割
を
考

え
ら
れ
る

⑬
学

習
目

標
の
分

類
を
ふ

ま
え
，
評

価
と
結

び
つ

け
て
学

習
目

標
を
記

述
・
構

造
化

で
き
る

⑬
教

育
目

標
の
レ
ベ

ル
に
応

じ
た
適

切
な
指

導
方

略
の
選

択
が
必

要
で
あ
り
，
指

導
方

略
制

使
命

感
等

①
：

日
本

の
中

等
教

育
制

度
の
概

要
を
初

等
教

育
や

高
等

教
育

と
の
接

続
や

違
を
教

授
事

象
や

授
業

展
開

ス
ク
リ
プ
ト
の
分

節
の
系

列
と
し
て
説

明
で
き
る

度
い
も
含

め
て
説

明
で
き
，
現

代
的

課
題

と
そ
の
解

決
策

を
根

拠
を
示

し
て
議

論
で
き
る

⑬
問

題
解

決
過

程
の

追
体

験
と

い
う

視
点

と
，

見
方

・
考

え
方

の
活

用
と

い
う

視
点

を
行

使
命

感
等

①
：

日
本

の
教

育
制

度
・
文

化
の
特

徴
・
課

題
を
外

国
と
比

べ
て
説

明
で
き
る

考
慮

し
な

が
ら

授
業

展
開

の
基

本
的

な
流

れ
を

構
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

財
使

命
感

等
①

：
行

財
政

的
に
保

証
さ
れ

る
学

校
の
施

設
・
設

備
・
教

材
・
教

具
を
説

明
で
き
る

⑬
授

業
設

計
に
お

い
て
，
授

業
状

況
の
予

測
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
上

で
，
生

徒
政

社
会

性
等

⑥
：

学
校

を
支

え
る
行

財
政

制
度

や
教

育
費

の
実

態
を
根

拠
を
示

し
て
説

明
で
き
る

の
多

様
な
誤

り
や

つ
ま
ず

き
を
合

理
的

に
予

測
し
，
対

応
行

動
を
考

え
ら
れ

る
⑬

授
業

で
は
，
学

習
者

の
認

知
的

活
動

と
学

習
集

団
の
制

御
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
説

明
で

教
教

科
指

導
⑪

：
高

校
の
教

育
課

程
編

成
に
必

要
な
１
単

位
の
意

味
，
共

通
必

修
教

科
・
科

目
，

き
，
教

授
意

図
達

成
の
方

法
と
し
て
伝

達
内

容
／

方
法

の
工

夫
を
発

想
・
選

択
で
き
る

科
卒

業
の
要

件
等

，
学

習
指

導
要

領
総

則
の
基

本
事

項
の
正

誤
識

別
や

説
明

が
で
き
る

⑬
説

明
や

板
書

，
発

問
な

ど
の

教
授

技
術

を
伝

達
情

報
の

特
性

・
順

序
の

選
択

ま
た

は
教

教
科

指
導

⑫
：

学
習

指
導

要
領

の
変

遷
や

答
申

等
で
示

さ
れ
た
学

校
全

体
・
教

科
固

有
の
課

伝
達

方
法

の
選

択
の

工
夫

と
捉

え
，

授
業

状
況

と
教

授
意

図
に

応
じ

て
選

択
で

き
る

育
題

を
ふ

ま
え
，
各

教
科

の
目

標
，
内

容
，
評

価
，
指

導
上

の
留

意
点

の
要

点
を
説

明
で
き
る

⑬
学

習
目

標
の

タ
イ

プ
に

応
じ

た
教

育
評

価
方

法
を

選
択

で
き

，
発

問
を

構
成

で
き

る
法

教
科

指
導

⑭
：
当

該
教

科
に
関

す
る
生

徒
の
意

識
や

学
力

の
実

態
等

を
実

証
デ

ー
タ
に
即

し
て

⑬
教

授
活

動
ゲ

ー
ム

上
で

作
成

し
た

指
導

案
に
対

す
る
Ｆ
Ｂ
か
ら
改

善
案

を
発

想
で
き
る

Ⅰ
説

明
で
き
，
そ
れ

に
対

応
し
た
指

導
事

例
を
挙

げ
，
状

況
に
即

し
た
改

善
案

を
議

論
で
き
る

⑬
模

擬
授

業
に
参

加
し
て
，
授

業
改

善
の
視

点
に
そ
っ
て
改

善
案

を
指

摘
で
き
る

発
生

徒
理

解
⑦

：
中

・
高

生
の
発

達
課

題
や

道
徳

・
社

会
性

の
特

徴
・
配

慮
事

項
を
説

明
で
き
る

⑮
各

教
科

に
お

け
る

教
育

の
情

報
化

の
２
つ

の
側

面
と
関

連
す

る
用

語
等

を
説

明
で
き
る

教
達

生
徒

理
解

⑧
：

指
導

に
役

立
つ

学
習

理
論

や
学

習
効

果
に
影

響
を
及

ぼ
す

要
因

，
思

考
・
学

習
⑮

IC
T
を
活

用
し
た
多

様
な
指

導
の
工

夫
と
効

果
，
課

題
を
例

示
し
て
説

明
で
き
る

育
と

の
特

徴
と
，
人

間
の
記

憶
，
思

考
，
問

題
解

決
等

の
情

報
処

理
モ
デ

ル
等

を
説

明
で
き
る

⑮
学

校
教

育
全

体
で
取

り
組

む
べ

き
情

報
教

育
で
，
担

当
教

科
の
役

割
を
説

明
で
き
る

工
学

生
徒

理
解

⑧
：

学
習

技
能

，
動

機
づ

け
な
ど
と
「
生

き
る
力

」
の
育

成
と
の
関

係
を
説

明
で
き
る

⑮
IC
T
の
効

果
的

な
活

用
を
考

慮
し
て
，
単

元
指

導
計

画
を
工

夫
・
改

善
で
き
る

学
習

生
徒

理
解

⑨
：

観
点

別
評

価
や

学
習

目
標

分
類

に
対

応
し
た
教

育
測

定
方

法
を
説

明
で
き
る

⑮
教

育
の
情

報
化

の
観

点
か
ら
追

加
す

べ
き
指

導
案

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
で
き
る

Ⅱ

進
生

徒
理

解
⑦

：
思

春
期

・
青

年
期

の
（

友
人

，
異

性
，

家
族

等
と

の
）

人
間

関
係

，
感

情
⑬

教
育

実
習

用
指

導
案

の
書

式
に
則

し
，
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
留

意
し
て
指

導
案

を
書

け
る

教
路

と
悩

み
の

特
徴

，
問

題
行

動
・

病
理

（
不

登
校

，
摂

食
障

害
）

等
の

諸
問

題
を

知
る

⑭
当

該
教

科
の
新

た
な
内

容
や

現
代

的
課

題
に
対

応
し
た
授

業
の
あ
り
方

に
つ

い
て
，
良

科
教

生
徒

理
解

⑨
：

適
正

，
性

格
等

の
情

意
／

態
度

面
を
把

握
す

る
た
め
の
測

定
方

法
や

教
育

相
い
事

例
と
悪

い
事

例
を
識

別
で
き
，
適

切
な
工

夫
の
観

点
を
適

用
し
た
指

導
案

を
書

け
る

教
育

談
・
進

路
指

導
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技

法
，
学

級
経

営
法

と
そ
の
留

意
点

を
説

明
で
き
る

⑭
IC

T
を
活

用
し
た
教

科
指

導
や

各
教

科
に
お

け
る
情

報
教

育
の
た
め
の
具

体
的

な
指

導
育

相
生

徒
理

解
⑩

：
生

徒
・

進
路

指
導

等
に
関

わ
る
社

会
環

境
・
施

策
の
変

化
や

事
件

等
に
結

び
案

や
教

材
を
作

成
で
き
，
授

業
中

に
起

こ
り
う
る
問

題
点

と
対

処
法

を
説

明
で
き
る

法
談

つ
く
恐

れ
の
あ
る
社

会
現

象
に
関

心
を
持

ち
，
有

用
な
情

報
源

や
収

集
方

法
を
説

明
で
き
る

⑯
教

育
実

習
に
行

く
前

に
習

得
し
て
お

く
べ

き
最

低
限

の
教

授
ス
キ
ル
を
身

に
つ

け
て
い
る

Ⅲ

教
使

命
感

：
当

該
校

の
教

員
と
し
て
の
規

律
を
守

り
、
主

体
的

・
積

極
的

に
教

育
活

動
を
進

め
ら
れ
た

教
科

指
導

：
十

分
な

教
材

理
解

，
生

徒
の
実

態
把

握
を
行

い
、
適

切
な
目

標
設

定
が
で
き
た

育
使

命
感

：
出

欠
管

理
や

実
習

記
録

等
の
事

務
書

類
の
記

述
・
期

限
内

提
出

が
適

切
に
で
き
た

教
科

指
導

：
単

元
指

導
計

画
に
則

し
た
毎

時
の
指

導
案

を
詳

細
に
作

成
し
、
教

材
準

備
も
で
き
た

実
社

会
性

：
指

導
教

員
の
指

導
・
助

言
を
仰

ぎ
つ

つ
実

習
生

や
生

徒
と
も
協

力
し
て
業

務
を
遂

行
し
た

教
科

指
導

：
多

様
な
指

導
法

・
教

材
を
検

討
し
、
指

導
効

果
と
個

人
差

に
配

慮
し
た
選

択
が
で
き
た

習
社

会
性

：
生

徒
や

教
師

と
の
会

話
で
、
節

度
あ
る
言

葉
遣

い
を
心

が
け
、
意

志
を
明

確
に
伝

え
た

教
科

指
導

：
説

明
、
板

書
な
ど
の
情

報
提

示
は
表

現
が
適

切
か
つ

明
確

で
、
わ
か
り
や

す
か
っ
た

生
徒

理
解

：
生

徒
と
話

す
機

会
を
主

体
的

・
積

極
的

に
作

り
，
相

互
理

解
を
深

め
る
努

力
を
し
た

教
科

指
導

：
発

問
・
指

名
や

評
価

・
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
は
、
個

別
対

応
の
仕

方
も
含

め
て
適

切
だ
っ
た

生
徒

理
解

：
生

徒
・
学

級
の
実

態
把

握
に
努

め
、
学

級
・
課

外
指

導
で
効

果
的

な
指

導
が
で
き
た

教
科

指
導

：
生

徒
の
反

応
や

指
導

教
員

・
実

習
生

か
ら
の
意

見
を
活

か
し
、
授

業
改

善
が
で
き
た



3.3. 「教育工学Ⅰ」以前の資質評価

教育工学Ⅰの中心的な指導内容は指導案作

成である．松田(2008a)に述べている通り，

この科目では，前提科目を履修していない場

合，履修資格試験に合格する必要がある．こ

れは，「1.はじめに」に述べた問題点の１つ

である「複数大学を通じて免許取得をしよう

とする者」の履修状況把握の対応策ともなり

うる．それに加えて，当該科目では中間試験

を行い，全ての学生に対して指導案作成に必

要な基本的な知識・理解の確認を行う．

教育工学Ⅰで達成すべき目標と，前提科目

（太線枠囲い）の目標のうち，教育工学Ⅰの

目標達成に必要なものとの関係を矢印で示し

たものが表2である．各目標は，表1の評価

観点を評価規準が明確になるよう，行動目標

に準じた形で記述してある．基本的には，そ

の多くがテスト形式で評価可能なものであ

り，教育工学Ⅰの前提試験では，これらに対

応して以下のような問題を出題している．同

様の問題を教育工学Ｉの初回に実施すると，

平均正解率は約15％と極めて低い．米国で

は，教員免許取得過程でETSのPraxisI・IIな

どの合格を条件としているが(松田2008b)，

以下の問題もそれに類するものとして各授業

科目の単位認定に反映させ，定着率を高める

必要がある．また，その前提として，授業の

各回ごとに出欠確認も兼ねたミニテストなど

を行い，学習の指針を与える必要もあろう．

【教職概論・教育基礎・教育制度関連】

・コメニウスの思想が現在の教育に与えた影響は？

・「教育の現代化」とはどのようなことを指すか？

・高等学校の授業料無償化は，世界的に見て進ん

でいると言えるか，その根拠とともに述べよ

・義務教育の「義務」は，誰に対するどのような義務

で，その法律的根拠は何か

・中学・高校の学校数，教員対生徒比率はどれ位？

・大学・短大進学者の割合が最も高いのは何科か？

・ 新の大学等進学率と当該調査実施機関は？

・高校学習指導要領の１単位の標準時間数とは？

・高校学習指導要領で定めている「総合的な学習の

時間」と卒業に必要な最低単位数の規定は？

・学校教育のねらいである「生きる力」とは？

・「学習指導要領」と「学習指導要録」との違いは？

・高校の新学習指導要領に関する以下の記述は正

しいか？：①2008年12月に改訂された，②「脱ゆと

り」として卒業に必要な最低単位数を増やした，③

「総合的な学習の時間」を無くした，④数学Ｉは高

校１年で必修指定する必要がある

・教員免許更新制の目的，対象，更新期限，更新方

法等の概要を説明せよ

【発達と学習関連】

・「知能」と「学力」との違いを説明せよ

・ピアジェの発達理論を４つの発達段階の名前と「臨

界期」という言葉を使って説明せよ

・コールバーグの発達理論は何と呼ばれるか？

・人間の記憶のモデルの主な記憶装置（３つ）を列

挙し，それぞれの機能の違いを説明せよ

・「再認」と「再生」との違いを説明せよ

・学習効果に影響を与える学習者の情意的要因（と

して相互に比較的独立なもの）を３つ挙げよ

・パブロフとスキナーの学習理論の違いを説明せよ

・「強化」と「賞と罰」とを関連づけて説明せよ

・「弁別学習」と「概念学習」との違いを説明せよ

・バンデュラのモデル学習を例示して説明せよ

・「先行オーガナイザー」と「適性処遇交互作用」に

ついて説明せよ

・「発達の最近接領域」の提唱者と内容を説明せよ

・「ホーソン効果」「ピグマリオン効果」を説明せよ

・教育測定で使われる「偏差値」の定義式を示せ

・形成的評価と総括的評価の違いを説明せよ

・「カクテルパーティー現象」を心理学的に説明せよ

【教職課程の意義・編成と教科の指導法関連】

・高校新学習指導要領の告示は西暦何年で，何年

度入学の生徒から適用され「た／る」か

・各教科以外の中学校教育課程の構成要素は？

・学校設定教科・科目に関する規定を説明せよ

・高等学校学習指導要領で，数学／理科の選択必

修の方法はどのように指定されているか説明せよ

・高校新学習指導要領での数学Ⅰの大きな変更点

（３つ）か，理科の選択必修の方法を説明せよ

・「数学IとIIとＡ」／「理科総合Ａと生物Iと化学I」の３

科目を標準単位数で履修すると合計何単位か？

・教科書販売数から見て過半数の生徒が履修して

いる高校数学の科目名とその標準単位数は？

・学習指導要領で，数学／理科における教育の情

報化はどのように規定されているか

・中学校数学／理科の評価観点を列挙せよ

・今年１月の大学入試センター試験で数学／理科を

１科目以上受験した者のおよその数を答えよ



・TIMMS2007で，「理科の勉強が楽しい」「日常生活

に役立つ」と答えた中２生の割合は何％程度か？

・平成17年教育課程実施状況調査で数学／理科の

学習が「試験に関係無く大切」「生活に役立つ」と

解答した生徒はそれぞれ何割程度か？

・全国学力・学習状況調査は，いつから，誰を対象

に実施され，大きく分けてどのような能力を問う出

題内容で構成されているか？

3.4. 「教育工学Ⅰ」での資質評価

前節の資質評価をふまえ，教育工学Ⅰでは，

a)学校や教員の職責に即して指導案を設計

するといった時に，具体的に留意すべき点を

理解しているか，b)心理学や教育工学の理

論に即して生徒の状況を意図的に変化させる

観点から指導案の展開を記述し，誤りやつま

ずきを予測して対応行動を事前に準備できる

か，c)教育実習に向けて指導案のチェックポ

イントを覚え，それをふまえた適切な書き方

ができるか，などを中心に到達度の評価を行

う．なお，内容面に重点を置いた指導案評価

は教科教育法Ⅲで行い，ここでは行わない．

目標の達成度評価としては，基本的に知識

・理解面はテスト（中間試験と期末試験）を

行い，適用・実践面については教授活動ゲー

ム上で作成した指導案を評価する(Matsuda

2009)．また，教員の使命・責任の認識に基

づいてより良い授業を追求するために，情報

収集したり，他人の意見を参考にしようとす

る態度は，Web掲示板での議論を評価する．

【中間試験の問題例（前提確認問題に加え）】

・「○○」の教科書（何頁）の１時限分の目安は？

・指導案に示す単元は，何を基準に選択すべきか

・単元の目標は，[ ]ごとに[ ]形式で示す

・単元の指導計画は，[ ]ごとに，[ ]とともに示し，

さらに，[ ]を明示する

・坂元の教授学習過程モデルの要点は[ ]である

・吉崎の教師の意思決定モデルの意思決定過程と

教師が持っているべき知識を説明せよ

・ケラーの動機づけ理論は[ ]モデルと呼ばれ，動

機づけの要因を[ ][ ][ ][ ]にまとめている

・ブルームの目標分類の３領域を示せ

・教育工学Ⅰの認知領域の目標分類(６段階)を示せ

・目標の記述形式として適切でないものを指摘せよ

・暗唱レベルから識別レベルに学習を深めるには，

[ ]といった疑問を持たせる必要がある

・「○○できる」は[ ]レベルの目標行動である

・授業観は，学習指導要領や解説の[ ]や[ ]など

をふまえた記述が必要である

・授業観として[ ]や[ ]は改訂のポイントをふまえ

た記述であり[ ]や[ ]は古い授業観である

・現代的な教授法としては，[ ]などがある

・発見学習は[ ]教育課程の教授法として発案さ

れ，[ ]ことで問題解決力を育てる意図がある

・生徒観には，評価観点に即して，知識理解面以外

に，[ ][ ][ ]なども記述することが望まれる

・生徒の状況には，全国調査である[ ]や，[ ]の進

路状況との比較などを示すとよい

・生徒観「○○」は，[ ]から一般的傾向と言える

・生徒観「××」，[ ]によれば[ ]といった場合な

ど，特殊な想定をしていると言える

・指導上の工夫は，学習指導要領の[ ]や[ ]など

をふまえた検討結果を記述する必要である

・指導案の「評価方法」欄には，[ ]に対応づけ

て，どのような情報をどのような方法で収集し，

どのような観点で分析するかを記述する．

・授業（教授）ルーチンの例として[ ]などがある

・授業計画は，[ ]の系列として記述する

・授業計画の「５つ組」の５つの要素を挙げよ

・教授意図の４つのカテゴリーを挙げよ

・５つ組のうち「教授意図」は指導案の[ ]欄に書く

・指導案の「○○」欄には，５つ組の[ ]を記述する

・認知活動制御の教授意図は，ARCS理論より[ ]の

意図や，[ ]モデルより[ ]の意図などがある

・人間の情報処理モデルに基づく教授意図のカテゴ

リーから５つを列挙せよ[ ][ ][ ][ ][ ]

・生徒集団制御の教授意図は，生徒間に生じる[ ]

[ ][ ]などを解消するためのものである．

【期末試験の問題例】

・「○○」はどの目標段階の達成を評価する発問か

・次の次元分け表の適切次元名と正の値を埋めよ

・次の考え方に関連する適切な用語を挙げよ

・次に示す「授業観・教材観・生徒観」と「評価方法」

の記述を指導案改善視点表で評価すると，良い点

と悪い点がそれぞれ２つ以上ある．２つずつ指摘

し，悪い点に関してはその改善案を挙げよ．

・「自信」を高めるには，授業展開スクリプトで[ ]

[ ][ ]などの働きかけを選択するとよい

・次に示す指導案(部分)の各ステップについて，意

図実現と教授スキル面の両方の適切さを考えて，



空欄に入れるべき項目を解答群から選び，さらに，

「誤答する可能性を考慮すべきステップ」で，解答

につまった生徒に与えるべきヒントを答えよ

【Web掲示板での討論課題】

・過去の教育実習レポートを各自３本以上読んだ

上で，「良い授業の条件」を議論せよ

・「教職課程履修生の発達課題」を議論せよ

・以上をふまえて「教育実習に向けた自分の課題」を

検討せよ

3.5. 「教育工学Ⅱ」での資質評価

教育工学Ⅱの前提科目は，現状では教育工

学Ⅰと総合演習であるが、平成22年度入学

生からは総合演習がはずれる．よって，総合

演習で扱っていた目標をこの中で少しでも達

成するように，授業の見直しが必要になる．

指導案作成の方法は既習得であるから，ま

ず，各教科における教育の情報化の基本的な

考え方を知識理解させ，教具としてのICTの

活用については，単元指導計画レベルで授業

の効率化を図り，課題解決的な授業を行う機

会を確保するための工夫を発想できるように

指導する．また，課題解決的な授業では，当

該教科の見方・考え方を活用させる指導を取

り入れられるようにし，より良く問題解決す

ることを考えさせるという文脈で，情報教育

の実施を検討できるように指導する． 後に，

各教科の課題解決的な授業を教科横断的な課

題へと発展させることで，総合的な学習の時

間の指導計画を立案できるように指導する．

資質評価の方法は，基本的に教育工学Ⅰと

同様であり，期末テストと作成した指導計画

とを評価する．ただし，教科教育法Ⅲとの関

わりで，本授業では，授業時間を効率的・効

果的に使う観点から単元指導計画を工夫する

こと，課題解決学習に有効な指導法やICTの

活用（その留意点を含む）を理解すること，

各教科の見方・考え方の指導と情報教育とを

統合して考えること，などに焦点を当て，１

時限分の指導計画やその教材開発を行う力の

育成は，教科教育法Ⅲに任せることとする．

3.6. 「教科教育法Ⅲ」での資質評価

教科教育法Ⅲは，教育工学Ⅰを前提科目に

しているが，教育工学Ⅱは同一学期に開講さ

れるため，前提科目としていない．ただし，

教育工学Ⅱは12月半ば頃に終了し，教科教

育法Ⅲは12月頃に集中講義で開講されるた

め，教育工学Ⅱはほぼ既習とみなせる．

以上より，この科目では以下の３点を目標

として資質評価を行う．第１に，教育工学Ⅰ

ではシステム上で指導案を書いていたため，

まず，教育実習用の書式で指導案を書けるよ

うにする．第２に，当該教科の現代的課題（

新の学習指導要領で導入された内容の扱い

方，学習指導要領で教科の課題として指摘さ

れている事項～例えば，活用力の育成など～

に対応した指導の工夫，情報化に対応した教

育や言語力の育成など）に対応した指導計画

の立案能力を習得させる．第３に，教育実習

の実施に向けて 低限の教授スキルを身につ

けさせる(松田・多胡2010)．

第３の目標については，授業中に討論時間

を含め，一人30分程度で模擬授業を実施さ

せる．第１の目標については，授業実施前に

指導案を提出させ，指導案改善視点表で自己

評価させながら改善点を明確にさせる．また，

何人かには模擬授業を実施させ，なぜ，それ

らの改善視点が重要なのかを認識させたり，

生徒の誤り・つまずきを発想する視点を理解

させる．このために，模擬授業の実施では，

附属高校の現職教員の協力を求める．第２の

目標については，いくつかの指導事例を提示

・議論し，そこから，適切な工夫と不適切な

対応方法とを識別する視点を獲得させ，それ

らに留意して指導案を作成させて模擬授業を

実施し，時間配分や生徒の状況予測の重要性，

それに留意した学習活動支援のためのプリン

トや教材の準備の必要性などを理解させる．

終的な資質評価は， 後に提出させる指

導案で目標１と２の評価を行い，授業中に行

う模擬授業で目標３の評価を行う．ただし，

目標３の評価は，教育実習時の課題を明確に

する観点から行い，この科目の合否を決定す

る評価視点としてはあまり重視しない．

3.7. 「教育実習」での資質評価

ここまでの資質評価は，教員の職責の理解

をふまえて教科指導（＝授業）を行うことに

重点を置いたものであった．これに対して，



中学・高校では，生徒指導や進路指導，課外

活動の指導も極めて重要であるという指摘が

想定される．しかし，学習指導要領は 低基

準であるとされ，それが十分に達成できてい

ない現状を考えると，まず，教科指導の力量

を高めることが初任教員にとっては重要であ

り，生徒達に教科学習への興味関心高め，学

ぶ意義を認識させ， 低基準の学力を確実に

習得させることができれば，今よりも生徒指

導の負担は軽くなる可能性が高い．

したがって，教育実習でも教科指導を中心

とした評価を行うが，実習校の指導教員によ

る評価の信頼性担保，教科指導以外の資質の

評価等が課題となる．これに対して，教員の

職能開発の世界的動向として，職能規準の作

成と連動してティーチングポートフォリオの

活用が行われている（Villegas-Reimers 2003）

ことを受け，これまで，東京都教育実習連絡

協議会で共通的に利用してきた教育実習評価

表の見直しも含め，評価規準・基準の明確化

と教育実習日誌のティーチングポートフォリ

オ的活用、エビデンスベースの評価の導入を

検討する必要がある．これにより，実習校の

指導教員の評価を大学教員が再評価すること

も可能になり，次の教育実践演習での指導に

もつなげられる．逆に，教育実習前までの履

修カルテの評価状況を実習校の指導教員に提

供し，重点的に指導して欲しい点を伝えるこ

とも検討する必要がある．これにより，実習

校側で，教科指導力の育成に重点を置いた教

育実習指導を行うのか，ある程度，生徒指導

や学級経営に関わる資質向上に重点を置くの

かの判断材料にもなり，教育実習の充実にも

資すると期待される．

3.8. 「教育実践演習」での資質評価

教職実践演習では、表1の知識・理解目標

に関連して、教育実習をふまえ、現実の問題

を考察する上で活用できるレベルに理解が深

まっているかどうかを評価する．これには，

テストによる評価と，ディスカッションによ

る評価の２つを用いる．また，関心・情報収

集力関連の目標については，学校現場などで

情報収集をさせ，それを分析して報告・討論

する活動の中で評価を行う．生徒理解や教科

指導力に関しては，ロールプレイングや模擬

授業の中で，教師役としてよりも生徒役とし

て，多様な状況に応じた適切な反応予測がで

きるようになったかどうかを評価する．

4. 今後の展開

知識理解面の評価規準の明確化に合わせ，

学生の自己学習を支援する上でも，PraxisI

&IIに相当するようなe-learning&testシステ

ム化を検討することが考えられる．また，松

田ほか(2010)で導入したポートフォリオを

用いたエビデンスベースの評価の演習を教育

工学等の授業に移行させる必要がある．
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